
既存資産を継承しつつ
基幹業務システムを全面オープン化

日本金属は100％受注生産を行っており、

独自技術製品を顧客のニーズに応じてきめ

細かく提供できることを強みとしてきた。原材

料を細かい出荷製品に割り当て、生産計画を

効率的に立てる作業には、これまでに培って

きたノウハウが結集されている。

同社では、そのノウハウをシステム化する

ことで、業務の「見える化」などを実現する

「新生産管理システム」をオープンシステムで

構築し、生産性の向上に力を注いでいる。

そして、鉄鋼業界初となる試みとして取り

組んだのが、基幹業務システムの全面オープ

ン化だ。

同社がこれまでメインフレームで稼働して

いた受注・生産管理・売り上げ、人事・経理

などの基幹業務を全面オープン化することで、

営業情報の効率的な活用など業務効率アッ

プを目指した。

「営業情報の効率的な活用やグループ企業

との連結会計や内部統制対応には、システム

の全面オープン化が不可欠だと考えました。

また、製造業にとって最大の経営課題はコスト

削減です。基幹業務を全面オープン化すること

で、システムの維持・運用にかかるコストの大幅

削減が期待できます」と安武氏は説明する。

「メインフレームは独自のプログラム言語

で動いていることも問題でした。汎用性の

高いオープン言語に変換すれば、世代間に

わたる技能継承が容易にでき、将来も若手

技術者がすべてのプログラムをメンテナンス

していけるようになります」と野島氏は語る。

ゼロからオープンシステムを開発するので

はなく、既存プログラムをオープン言語に変

換する「マイグレーション」を選択したのは、

長年培ってきた生産や営業の独自ノウハウ

を組み込んできた基幹業務システムを有効

活用するためだ。

また、すべてのシステムを一気にオープン

化したのは、時間をかけて段階的移行をする

場合の並行稼働などにかかる二重のコストを

避けたかったからである。そのために、中国オフ

ショアを利用し、パイロット移行テストを大連

にて実施後、移行可能性を判断して本番移行

に踏み切った。

移行に必要な機能を網羅する
日立オープンミドルウェア製品群

短期間での全面オープン化プロジェクトを

支援したのは、日立である。

「日立はメインフレームのマイグレーション

経験が豊富で、移行の手法も体系化してい

ます。また、既存のメインフレームの全機能
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をオープン化できるミドルウェアが揃っていま

した」（安武氏）。

日立は、最新のCOBOL国際規格に対応

し、COBOL資産の継続的な活用を可能に

する「COBOL2002」をはじめとして、既存資産

を活用しながら効率的に基幹業務を構築で

きる「XMAP3」、分散トランザクションマネー

ジャ「uCosminexus OpenTP1」、統合シス

テム運用管理「JP1」など、求められる機能を

実現するオープンミドルウェアを全項目へ割り

当て、明瞭な移行パスを日本金属へ提示した。

「1社で必要な製品をすべて揃えられれば、

親和性が高く、サポートも一本化できて、シス

テム全体の信頼性・可用性を高められます」

（安武氏）。

まず日本金属では、全プログラム資産の活

用状況を精査して、プログラム本数を半分以

下にまで減らし、それに合わせてハードウェア

のサイジングも最適化した。

日立も、移行技術を駆使しながら、メイン

フレームと同等の高い信頼性と性能を実現

するために全力を傾けた。uCosminexus

OpenTP1やデータベースなどのチューニング

を重ねて、１秒以内のレスポンスを達成した

のはその一例である。

「特にuCosminexus OpenTP1は、通信

制御の構造がメインフレームと共通している

など、メインフレームからの移行性、親和性

が極めて高い製品でした」（野島氏）。

たとえば、メインフレームで実施してきたデッ

ドロック時の自動実行処理も、uCosminexus

OpenTP1なら通信制御部分を書き換えるこ

となく機能を継承できるため、オンラインプロ

グラムのストレート移行が実現したのである。

また、メインフレームではプログラム実行に

よりJCLが自動生成されてジョブ実行を展開し

ていたが、日立はプログラム内で生成される

JCLを解析し、テンプレート化したうえで、JP1

のジョブとして登録することで、JCL起動をオー

プンシステム上で継承することにも成功した。

「JP1は、GUI画面上でジョブネットが設計

できるのも、開発効率の向上に貢献してくれ

ました。XMAP3もユーザーフレンドリーな画

面を、わかりやすいGUI環境で効率よく開発

できました」（野島氏）。

年間1億円のコスト削減と
業務効率アップに効果

2009年1月、基幹業務システムの全面オー

プン化が完了。オープンシステムに移行した

ことで、日本金属では年間1億円のコスト削減

を見込んでいる。

また、グループ企業とのシステム統合が可

能になり、連結決算の早期化に繋げられる

ようになる。

さらに、開発と本番を日立のエンタープラ

イズサーバ「EP8000」3台に分離したことで、

システムを運用しながら開発プログラムのテス

トができるようになり、システム開発効率が飛

躍的に向上するなどの効果も期待されている。

「開発と本番のハードウェア分離は、IT全

般統制にも役立ちます」（野島氏）。

今後は、新生産管理システムのサブシス

テムとして、営業支援システムを導入し、営業

活動を支援する計画だ。

「社内に散在している営業情報を統合し、

利用者のパソコンからすべての営業情報へ

アクセスできるようにするには、強力なシステ

ム間連携を実現できるオープンミドルウェア

の新たな導入も必要になってくるでしょう」

（安武氏）。

システム間連携やプログラムの再利用を

実現するSOAなど、オープンシステムならでは

の先進技術も積極的に活用していきたいと

考えている。

こうした日本金属の今後の取り組みにお

いても、SOAプラットフォーム「Cosminexus」

などの日立オープンミドルウェア製品群が総合

力を発揮していくだろう。

「社員が情報を共有しながら営業力を高め

ると同時に、グループ経営を強化して、さらに

競争力を高めていきたい」と安武氏は抱負を

語った。
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